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的
確
な
将
来
予
測
で
安
定
の
財
政
運
営
を

公
明
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
の
実
質
収
支

２９

は　

億
円
で
実
質
収
支
比
率
は
３
・
３
％
、

２５
実
質
単
年
度
収
支
は　

億
円
の
黒
字
と
な
っ

３６

た
。
基
幹
収
入
で
あ
る
特
別
区
税
は
３
３
８

億
円
、
納
税
義
務
者
数
や
一
人
当
た
り
の
所

得
額
も
増
加
し
た
。
健
全
化
判
断
比
率
の
４

つ
の
指
標
は
、
全
て
早
期
健
全
化
基
準
を
下

回
り
、
区
の
財
政
状
況
は
健
全
段
階
に
あ
る
。

　

区
の
借
金
で
あ
る
特
別
区
債
残
高
は
１
９

８
億
円
と
な
り
、
前
年
度
か
ら　

億
円
の
減

６０

少
。
一
方
、
区
の
貯
金
で
あ
る
基
金
残
高
は

過
去
最
高
の
７
２
５
億
円
と
な
っ
た
。
学
校

改
築
や
区
有
施
設
の
整
備
等
、
財
政
需
要
に

備
え
、
今
後
も
起
債
の
活
用
、
基
金
積
立
と

繰
入
を
計
画
的
且
つ
的
確
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
平
成　

年
度
よ
り
減
少
傾
向
で

１２

あ
っ
た
人
件
費
は
前
年
度
に
引
き
続
き
増
加
、

扶
助
費
も
前
年
度
比
４
・
１
％
増
加
し
て
い

る
こ
と
に
は
、
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

　
　

年
度
は
新
し
い
中
野
を
つ
く
る　

か
年

２９

１０

計
画
第
３
次
に 
則 
り
予
算
編
成
を
行
っ
た
が
、

の
っ
と

未
執
行
の
事
業
、　

億
円
と
い
う
過
去
最
高

６８

の
不
用
額
、
多
額
な
債
務
負
担
行
為
を
設
定

す
る
も
計
画
通
り
に
進
ま
ぬ
事
業
等
、
執
行

状
況
が
順
調
で
あ
っ
た
と
は
い
い
難
い
。
ま

た
、
特
別
会
計
で
予
算
化
し
た
事
業
を
予
備

費
を
充
用
し
一
般
会
計
で
行
っ
た
こ
と
は
、

慎
重
な
判
断
に
欠
け
て
い
た
と
指
摘
す
る
。

　

区
は
新
し
い
基
本
構
想
・
基
本
計
画
策
定

に
着
手
す
る
。
事
業
の
進
捗
を
十
分
に
検
証

し
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る
行
政

運
営
と
な
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

区
民
の
声
を
聴
き
区
民
と
共
に
進
む
区
政
を

立
憲
民
主
議
員
団

　

平
成　

年
度
決
算
は
、
地
方
債
が
３
年
連

２９

続
で
減
と
な
る
一
方
、
積
立
金
は
７
２
５
億

円
と
過
去
最
高
を
更
新
し
、
各
財
政
指
標
に

照
ら
し
て
も
好
決
算
で
し
た
。
し
か
し
、
今

後
の
法
人
住
民
税
の
一
部
国
税
化
の
拡
大
に

よ
る
特
別
区
交
付
金
の
減
や
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
特
別
区
民
税
の
影
響
な
ど
の
懸
念

が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
扶
助
費
の
増
額
に

注
視
す
る
と
共
に
、
学
校
施
設
の
建
替
え
、

中
野
駅
周
辺
・
西
武
新
宿
線
沿
線
の
ま
ち
づ

く
り
な
ど
、
基
金
と
起
債
の
バ
ラ
ン
ス
を
も

っ
た
活
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

個
別
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
公
園

整
備
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
や
通
学
路
の
安
全
対
策
、
就
学

援
助
金
の
前
倒
し
支
給
な
ど
は
評
価
し
ま
す
。

な
お
、
待
機
児
童
対
策
も
評
価
し
ま
す
が
、

緊
急
対
策
と
し
て
７
園
の
区
立
認
可
外
園
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
偏
在
を
考
慮
し
て

配
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。
グ
ロ
ー
バ

ル
戦
略
推
進
に
つ
い
て
は
、
区
の
身
の
丈
に

合
わ
ず
、
区
民
を
主
役
に
お
い
た
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
考
え
方
へ
転
換
さ
れ
た
事
は
歓

迎
し
ま
す
。

　

引
続
き
、
未
来
へ
の
投
資
と
し
て
の
未
就

学
児
へ
の
支
援
、
公
教
育
の
充
実
と
、
い
つ

起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
災
害
へ
の
対
策
、

超
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
で
き
る
中
野
モ

デ
ル
の
構
築
が
必
要
で
す
。
併
せ
て
今
後
は
、

区
民
と
共
に
進
む
区
政
の
進
展
を
よ
り
一
層

図
る
た
め
、
丁
寧
な
意
見
の
聴
取
に
努
め
る

こ
と
を
求
め
ま
す
。

未
来
を
見
つ
め
て
備
え
に
着
手
す
べ
き
今

自
由
民
主
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
普
通
会
計
決
算
は
、
歳
入
が
、

２９

市
町
村
民
税
法
人
分
の
一
部
国
税
化
の
影
響

に
よ
り
特
別
区
交
付
金
が　

億
円
減
少
し
た

１５

も
の
の
、
特
別
区
税
が
６
億
円
増
加
し
、
全

体
で
は
前
年
比　

億
円
減
の
１
２
５
２
億
円

１３

余
と
な
っ
た
。

　

歳
出
は
、
保
育
所
待
機
児
緊
急
対
策
を
は

じ
め
と
す
る
子
育
て
支
援
の
拡
充
に
よ
り
扶

助
費
が　

億
円
増
加
し
た
も
の
の
、
投
資
的

１５

経
費
等
の
減
少
に
よ
り
、
全
体
で
は
前
年
比

９
億
円
減
の
１
２
２
１
億
円
余
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
結
果
、
単
年
度
収
支
は
マ
イ
ナ
ス

５
億
円
と
な
っ
た
も
の
の
、
基
金
の
積
立
や

起
債
の
繰
上
償
還
に
よ
り
実
質
単
年
度
収
支

は　

億
円
と
な
り
堅
調
な
決
算
と
な
っ
た
。

３６

　

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
対
策
や
施
設
の
維

持
更
新
費
等
へ
の
備
え
、
中
野
駅
周
辺
や
西

武
新
宿
線
沿
線
等
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
街

の
魅
力
や
安
全
を
高
め
る
た
め
の
都
市
基
盤

再
整
備
、
歳
入
構
造
を
強
化
し
人
口
減
少
へ

の
備
え
等
、
抱
え
る
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
事
業
執
行
は
漫
然
と
前
年
の

事
業
手
法
を
継
承
す
る
の
で
な
く
、
常
に
新

た
な
工
夫
を
も
っ
て
効
果
的
に
行
う
こ
と
、

補
助
金
等
の
財
源
確
保
に
努
め
る
こ
と
、
将

来
生
じ
る
需
要
を
的
確
に
把
握
し
、
計
画
的

な
資
金
計
画
を
重
ね
る
こ
と
、
消
費
拡
大
や

就
労
支
援
に
つ
な
が
る
賑
わ
い
創
出
、
産
業

振
興
に
努
め
る
こ
と
、
ま
た
、
住
環
境
の
向

上
な
ど
の
住
宅
施
策
を
重
ね
、
区
民
所
得
の

向
上
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
、
更
な
る
財
政

改
善
を
目
指
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

区
民
の
声
と
大
胆
な
発
想
で
新
し
い
中
野
を

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
・
無
所
属
の
会

　

平
成　

年
度
決
算
は
、
実
質
収
支
及
び
歳

２９

入
歳
出
の
規
模
と
し
て
は
、
例
年
と
同
水
準

で
あ
っ
た
。
一
方
、
区
の
貯
金
で
あ
る
基
金

残
高
も
過
去
最
高
の
７
２
５
億
円
と
な
り
、

借
金
で
あ
る
区
債
残
高
は
過
去
最
低
の
１
９

８
億
円
と
な
り
、
田
中
前
区
長
就
任
時
の
財

政
非
常
事
態
を
抜
け
出
し
た
か
に
見
え
る
。

た
だ
し
、
今
後
、
区
内
公
共
施
設
の
更
新
を

控
え
、
ま
た
、
扶
助
費
の
増
加
見
込
み
な
ど

ま
だ
ま
だ
財
政
的
余
裕
が
あ
る
と
は
言
え
ず
、

引
き
続
き
緊
張
感
の
あ
る
財
政
運
営
が
必
要

と
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

　

納
税
義
務
者
数
は
、
区
の
基
幹
収
入
で
あ

る
特
別
区
民
税
の
増
収
に
安
定
的
に
寄
与
す

る
も
の
で
あ
り
、
今
ま
で
の
よ
う
な
「
な
ん

と
な
く
無
難
」
な
区
政
運
営
を
続
け
る
だ
け

で
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
流
入
人

口
は
頭
打
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
は
あ

る
。

　

昨
今
の
自
治
体
間
競
争
は
熾
烈
を
極
め
て

い
る
。
特
色
あ
る
政
策
を
矢
継
ぎ
早
に
出
す

勝
ち
組
自
治
体
に
な
る
た
め
に
は
、
情
報
公

開
を
徹
底
し
、
区
民
の
共
感
を
得
る
た
め
の

「
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
（
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
）」

を
提
示
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
持
続
可

能
な
「
新
し
い
中
野
」
を
作
っ
て
い
く
た
め

の
「
中
野
大
改
革
」
を
掲
げ
て
人
口
減
少
社

会
に
立
ち
向
か
う
べ
き
で
あ
る
。「
子
育
て
先

進
区
」
を
掲
げ
当
選
さ
れ
た
酒
井
新
区
長
に

は
、
大
胆
な
発
想
で
の
民
間
活
力
の
導
入
や

小
池
都
知
事
と
の
連
携
を
軸
に
区
政
運
営
を

す
る
よ
う
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

区
民
要
求
と
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
執
行
を

日
本
共
産
党
議
員
団

　

２
０
１
７
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
小
児

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
公
費

助
成
や
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

増
員
、
就
学
援
助
に
よ
る
小
中
学
校
入
学
準

備
金
の
３
月
支
給
な
ど
は
評
価
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
第
一
に
、
区
民
合
意
が
な
く
、
区

民
の
反
対
の
声
を
押
し
切
っ
て
事
業
を
進
め

た
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
中
野
駅
北
口

エ
リ
ア
の
再
開
発
を
起
点
に
玉
突
き
で
新
区

役
所
、
新
体
育
館
の
整
備
が
計
画
・
実
施
さ

れ
、
平
和
の
森
公
園
再
整
備
に
繋
が
っ
た
こ

と
で
多
く
の
樹
木
伐
採
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
旧
桃
丘
小
跡
地
利
用
に
関
わ
っ
て
学

校
法
人
と
賃
貸
契
約
を
め
ぐ
り
裁
判
訴
訟
と

な
り
、
費
用
負
担
が
発
生
し
た
こ
と
も
問
題

で
す
。
第
二
に
、
区
民
の
願
い
に
応
え
ら
れ

な
か
っ
た
点
で
す
。
保
育
園
の
待
機
児
童
解

消
の
た
め
に
区
立
認
可
外
保
育
室
７
か
所
の

整
備
を
予
算
化
し
ま
し
た
が
、
十
分
な
検
討

が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
適
切
な
配
置
と

な
ら
ず
、
待
機
児
童
解
消
へ
の
寄
与
は
高
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
区
立
園
民
営

化
に
係
る
業
務
委
託
の
予
算
を
計
上
し
ま
し

た
が
、
保
護
者
か
ら
は
批
判
の
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。
本
腰
を
入
れ
た
認
可
保
育
園
の
増

設
が
必
要
で
す
。
第
三
に
、
こ
の
年
度
も　
４９

億
円
の
積
立
金
の
増
額
を
行
う
一
方
、
財
政

調
整
基
金
繰
入
金
は
０
円
と
い
う
、
規
律
あ

る
財
政
運
営
と
は
言
い
難
い
予
算
の
編
成
と

執
行
に
問
題
を
残
す
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

区
民
要
求
の
実
現
と
福
祉
向
上
に
資
す
る
予

算
計
上
は
十
分
可
能
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

平成29年度決算に対す平成29年度決算に対するる

各会各会派派のの
見見 解解


